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巻 頭 言
昨年三月の東日本大震災以降，あらゆる価値観に変化を及ぼしながら，時間は未来
に向かって刻み続けている。背筋をピンと伸ばして生きていくことがなかなか困難に
なった。
前に進む力の源泉となるはずの生きる目的も，喜びも，悲しみも，みんなその前と
は違ってしまった感がある。とりわけ，特定の地域に深刻な影響を及ぼす現象であっ
ても，やがてグローバルな脅威として猛威をふるう危険性があることを思い知らされ
た。しかし，同時にこの災害に立ち向かう日本人の気質について，「規律」「忍耐強さ」
「回復力」「忠実」「禁欲」といった形容で，世界の人々が称賛のまなざしで見つめて
くれていることも知る機会となった。
現代社会は，「失われた二十年」という表現をよく耳にするように，負の側面が色
濃く影を落としている。あらゆる組織や企業団体が縮小，緊縮に向かっている中で，
かつてのような調整型の意思決定が機能しなくなり，様々な側面で機能不全に陥って
おり，閉塞感が漂っている。
右肩下がりの経済社会しか経験していない日本の青年たちが，未来になかなか希望
を見出せなくなっている。これまでもいい思いをしてこなかった青年たちが，将来にも
いいイメージを持てていない。教育に携わるものであれば決して看過できるはずがない。
我々一人一人の人生は，日々の選択の積み重ねからなっている。状況が困難になれ
ばなるほど，理由を付けて避けようとするか，前向きに真正面から挑戦するかが問わ
れることになる。そのような中にあって，絶望の淵に沈みこもうとしている人を励ま
し続けることの大切さは，計り知れないものがある。
つらい困難な状況を克服する手立てとして，サン＝テグジュペリは，「救いは一歩
踏み出すことだ。さてもう一歩。そしてこの同じ一歩を繰返すことだ」（堀口大学訳
「人間の土地」世界文学全集77 講談社）と述べている。挑戦の方向に切り替えて前に進
めと励ましている。
文豪トルストイもまた，「英知は無限である，そして英知を身につけて向上すれ
ばするほど，ますますそれは必要になってくる」（小沼文彦編訳「トルストイ ことばの日
めくり」女子パウロ会）と励まし続けている。
人間は，個人であると同時に人格の完成を目指すためには，人間群の中に入って活
動するしか解決方法はない。外界からすべての刺激をシャットアウトしてしまう感
覚遮断の実験結果を待つまでもなく，個人を「公」から「私」へと矮小化させてしま
うエゴイズムだけは，我々一人一人が健康で幸せな気持ちで過ごすためにも，徹底し
て制御する必要がある。
ここに，「降伏」を「幸福」に変えるべく，超拡大版の「学苑」三月号を断固たる
決意で送り届ける意義があると思われる。一切を本質論に持っていく還元主義だとい
うそしりを受けるかもしれないが，人間が本来的に有している最も優れた美徳であり，
強さである楽観主義と希望を再生するためにも，ここに収めた「もっと学び鍛えずに
はいられない」と懸命に力闘する研究論文の数々を是非とも一読していただきたい。
（古）
